
 

平成２８年度 鶴岡市水産振興協議会 
 
 

日時：平成 28 年 10 月 31 日（月）午後 1 時 30 分 
会場：由良コミュニティセンター  会議室 

 
 
１ 開会 
 （委嘱状の交付） 
 
２ 挨拶  
 
３ 会長、副会長の選出報告 
   
４ 平成２８年度事業中間報告 
  １ 加茂水産高等学校地域連携事業について 
  ２ 市・県事業の工事進捗状況について  
  ３ 全国豊かな海づくり大会について 
  ４ 持続的漁業経営支援事業について 
   
 
５ 意見交換 
  全国豊かな海づくり大会を契機とした水産振興について 
 
６ 閉会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年度 鶴岡市水産振興協議会委員名簿 

 

団  体  等 役 職 等 氏 名 備考 

山形県漁業協同組合 代表理事組合長 五十嵐 安哉 
 

赤川漁業協同組合 代表理事組合長 黒井 晃 
 

山戸漁業協同組合 代表理事組合長 本間 義一郎 
 

山形県漁協念珠関総括支所 支所長 佐藤  修 
 

山形県漁協由良総括支所 支所長 佐藤  善隆 
 

山形県漁協念珠関総括支所漁業者 代表（理事） 佐藤 清八郎 
 

山形県漁協温海出張所漁業者 代 表 岡部 實 
 

山形県漁協豊浦支所漁業者 代表（理事） 本間 昭志 
 

山形県漁協由良総括支所漁業者 代表（理事） 佐藤 峯男 
 

山形県漁協加茂出張所漁業者 代 表 佐藤 満 
 

山形県指導漁業士(鶴岡南地区) 会 員 佐藤 勝則 
 

山形県指導漁業士(鶴岡北地区) 会 長 齋藤 守 
 

山形県漁協女性部(鶴岡南地区) 副部長（兼）念珠関支部長 飛塚  美和 
 

山形県漁協女性部(鶴岡北地区) 部長（兼）由良支部長 遠藤 政子 
 

山形県沿岸青年漁友会(鶴岡南地区) 会 長 佐藤 賢 
 

山形県沿岸青年漁友会(鶴岡北地区) 副会長 富樫 康明 
 

山形県港湾事務所 所 長 菅井 時弘 
 

山形県水産試験場 場 長 鈴木 裕之  

山形県庄内総合支庁水産振興課 課長補佐 阿部  信彦 
 

 



１　事業の目的

　

平成２８年度～３０年度

３　事業の内容

本市水産業を担っていく人材を育成する山形県立加茂水産高等学校の取組みを支援する。

２　事業年度

加茂水産高等学校地域連携事業

●「加茂地区活性化事業」

（支庁建設部・鶴岡市建設

部・公益大学）
●「加茂プロジェクト」
（県農林水産部）

●水産加工品の開発・販売

●加茂水ブランドの確立
○水高製品のＰＲ方法の検討
・オリジナルラベルのデザイン、リーフレット作成。
・缶詰用箱の購入
・製品にＱＲコードを設け、ＨＰ、フェイスブックへの誘導。

●水産加工品の開発
・市の魚クロダイを使用した加工品開発
・実習船で獲れる魚介類を利用した加工品開発（さんまぶし等）
・既存の缶詰（さんま・まぐろ）原材料の購入補助

●人材育成カリキュラムづくりの検討
○カリキュラムづくりに市も連携して検討
・漁業の６次産業化に係るカリキュラム
・加工品製造に係るカリキュラム
・児童・生徒たちの海への関心を高めるカリキュラム

●加茂地区の進める地域活性化の取組との連携
・水高製品の加茂地区での販売
・加茂地区が行う加工品開発への協力

＜加茂水産高等高校の取組＞
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報告１
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市・県事業の工事進捗状況について 

① 市事業 

（１） 温福漁港船揚場改良工事（完成） 平成 27年～平成 30年(予定) 

工 事 費 1,499,040 円 

工  期 平成 28年 5月 19 日～平成 28年 6月 27 日 

工事内容 漁港船揚場改良 A＝52m2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        着工前                   平成 28年度 完成 

（２） 三瀬漁港泊地維持浚渫工事（完成） 

工 事 費 658,800 円 

工  期 平成 28年 4月 18 日～平成 28年 5月 9 日 

工事内容 浚渫 V＝250m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 油戸漁港泊地維持浚渫工事（完成） 

工 事 費 699,840 円 

工  期 平成 28年 4月 11 日～平成 28年 4月 15 日 

工事内容 浚渫 V＝190m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 施工 

平成 27 年度 施工 

報告 ２ 
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（４） 早田漁港泊地維持浚渫工事（完成） 

工 事 費 1,026,000 円 

工  期 平成 28年 4月 18 日～平成 28年 5月 27 日 

工事内容 浚渫 V＝150m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 大岩川漁港西防波堤改良工事（実施中） 

※港整備交付金によりＨ２７～Ｈ３０の４ヶ年事業 

   工 事 費 47,736,000 円 

工  期 平成 28年 8月 22 日～平成 29年 3月 24 日 

工事内容 防波堤改良 L=16.1ｍ，消波ブロック製作・設置 N=84 個 

  平成 28 年度 施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  消波ブロック 製作状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 施工 
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②県事業 

(１)港湾整備事業 加茂港 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)港湾整備事業 鼠ヶ関港 
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(３)漁港整備事業 堅苔沢漁港 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
 
 

 

(４)漁港整備事業 米子漁港 
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(５)漁港整備事業 由良漁港 
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 第３６回全国豊かな海づくり大会～やまがた～の報告（鶴岡市関連分） 

  
平成 28 年 9 月 10、11 日に行われた標記大会につきましては、天皇皇后両陛

下ご臨席のもと、盛会のうちに終了いたしました。 
本大会には県外からの招待客も多く、本市の水産業だけでなく、食文化や観

光名所などを広く全国にＰＲできた大会となりました。 
 関係各所の皆様方からご協力をいただき、無事大会を終えることができました

事を感謝申し上げます。 
 
 
●海上歓迎・放流行事（鶴岡市鼠ヶ関港） 
招待客 450 人、市職員動員数 91 人。 
海上パレード、稚魚の放流（トラフグ、クロダイ、ヒラメ）等。 
鼠ヶ関小学校の児童による活動発表、念珠関辨天太鼓の演奏、木野俣獅子踊

りで両陛下をお迎えしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稚魚のご放流の様子 漁船パレード 

介添え：加茂水産高校 吹奏楽演奏：鶴岡南高校 

報告 ３ 
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●関連行事（鶴岡市由良） 
来場者 3,000 人、市職員動員数 59 人。 
9 月 11 日、由良ふれあい広場周辺にて午前 11 時から午後 4 時まで開催。前

日まで降り続いた雨もあがり、終日たくさんの人で賑わいました。 
イベント内容…式典行事、海上歓迎・放流行事の映像放映、漁船パレード、

稚魚放流、地元団体や高校生、子供たち等によるステージショー、漁村体験コ

ーナー（ジェルキャンドル、貝殻のストラップ）、エビ汁・玉こんの振る舞い、

各地域の特産品の販売など。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ご視察等 
奉迎者 43,000 人（庄内全域）、市職員動員数 264 人。 

 ご視察先の加茂水族館、松ヶ岡開墾場、アートフォーラム等や沿道において、

多数の奉迎者が両陛下をお迎えしました。 
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 持続的漁業経営支援事業（平成 27 年度明許繰越事業） 
 
 漁業経営体の減少や漁船の老朽化による生産性低下により、漁業の生産力が低下してき

ていることから、漁業生産体制を維持し水産業の振興を図るため、持続的漁業経営支援事

業として県と市が代船建造に対して支援を行った。 
 

 千修丸 

 

 海生丸 

 

 海皇丸 

報告 ４ 
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【意見交換】 
平成２９年度の水産振興について 

 
 本市では、「鶴岡市総合計画」に掲げる「安定した水産業の振興」を目指すた

め、平成２０年度から平成２９年度までの１０ヶ年を計画期間とした、「鶴岡市

水産振興計画」を平成１９年度に策定しており、「漁業の担い手の確保と生産基

盤の拡充」、「漁業経営の安定と漁村地域の活性化」を重点課題として、水産業

の振興を図る施策を進めてきた。 
 また、ユネスコ食文化創造都市の認定を契機に、鶴岡の水産物を求める観光

客の誘致を図るため、地元の旅館や飲食店への魚介類の安定供給体制の検討を

進めていきたいと考えている。 
 
主な具体的取組み 
 ・持続的漁業経営支援事業での県と市が連携して支援 
 ・新規漁業就業者への独立経営をするための支援 
 ・加茂水産高等学校地域連携事業 
 
 ・地元の旅館や飲食店への魚介類の安定供給体制の構築を検討する 
 ・本市に水揚げされるおばこサワラやトラフグを活用した、新たな食文化の

創造を図り、庄内での消費拡大を目指すための取組みを進める 




